
健康長寿はお口から
各科から リハビリテーション科より137

　
健
康
長
寿
の
た
め
の
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト
は
　
①
栄
養
を
取
る
た
め

口
の
機
能
（
口
腔
機
能
）
を
低
下

さ
せ
な
い
（
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

予
防
）　
②
運
動
、
身
体
活
動
　
③
社
会
参
加
、
余
暇
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
す
。
そ
の
中
の
栄
養
、
口
腔

機
能
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
口
腔
機
能
が
虚
弱
に

な
る
こ
と
を
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
い
い
、
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
が
発
端
と
な
っ
て
心
身
の
虚
弱
の
状
態
を
招

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
、
口
腔
機
能
を
保
つ
こ
と
と
口
腔

機
能
の
軽
度
な
衰
え
に
早
く
気
づ
く
事
が
と
て
も
大
切

で
す
。
又
、
衰
え
た
と
思
っ
た
ら
早
期
に
改
善
対
策
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
若
い
時

期
か
ら
定
期
的
な
歯
科
検
診
と
必
要
な
治
療
を
行
い
、

歯
の
喪
失
を
防
ぎ
、
補
う
事
が
重
要
で
す
。
噛
む
事
、

飲
み
込
む
事
は
全
身
状
態
に
も
影
響
し
ま
す
。
と
い
う

の
も
口
腔
機
能
が
低
下
し
、
う
ま
く
噛
め
な
い
食
品
が

増
え
る
と
十
分
な
栄
養
が
取
れ
な
く
な
る
事
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
滑
舌
が
悪
く
な
っ
た
り
、
話
に
く
く
な
る

な
ど
の
理
由
で
人
と
の
交
流
が
少
な
く
な
り
や
す
く
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
活
動
量
が
減
り
ま
す
。

そ
の
結
果
食
欲
が
減
り
食
事
の
量
が
減
る
と
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢
の
方
で

は
そ
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。噛
め
る
状
態
を
保
っ

て
い
る
か
、
噛
み
砕
く
力
が
あ
る
か
、
む
せ
ず
に
飲
み

込
む
力
が
あ
る
か
等
が
重
要
で
す
。
歯
を
失
わ
な
い
事
、

失
っ
た
と
し
て
も
入
れ
歯
を
入
れ
、
噛
む
力
や
飲
み
込

む
力
を
保
つ
事
が
大
切
で
す
。「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
も
効

果
的
で
「
パ
」「
タ
」「
カ
」「
ラ
」
を
大
き
く
は
っ
き
り

言
う
事
、
口
の
周
り
、
舌
、
肩
、
首
等
を
良
く
動
か
す

事
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
で
き
る
事
を
続
け
、
定

期
的
な
歯
科
検
診
な
ど
で
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防

し
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

リ
ハ
ビ
リ
室
　
歯
科
衛
生
士
　
仲
程 

尚
子

病院の活動状況活動状況＜2017年12月度＞

・外来一日平均患者数：475（前年同月比 ＋1人）
・入院一日平均患者数：302（前年同月比 ＋8人）
・組合員利用率：55.5％（前年同月比 ＋1.1％）

　以前よりバイク駐輪場の場所がわかりにくいとのご意見を頂いておりま
したが、この度、案内用の看板を設置しました。これによりバイク駐輪場の
場所がわかりやすくなり、停めやすくなりました。

　1月13日（土）名護市のホテル「ゆがふ
いんおきなわ」にて「2018初夢やんばる
シンポジウム」が開催されました。オープニ
ングセレモニーでは職員による歌で始まり、
前県立中部病院院長の平安山英盛先生
（現沖縄療育園園長）による基調講演で
は、自分の生い立ちから医師を目指した経
歴を紹介し、現在は自分の生まれ故郷である名護市を守る立場に立った
経緯についてお話していただきました。先生の講演はユーモアを交えたも
ので時には笑いもありました。
　基調講演後のシンポジウムでは、平安山先生をはじめ、名桜大学生、住
民の会会長、北部ブロック理事4名がそれぞれの立場から活発な意見を
述べていました。

用度課　大城真也

各地で新春のつどいが賑 し々く開催される。

初夢やんばるシンポジウム

バイク駐輪場の案内版を設置しました
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はい いさはい いさはい いさ
《沖縄協同病院の理念》
○人権といのちの尊厳を守
る、無差別平等の医療を行
います。

○地域と共に平和で健康に暮
らせる、まちづくりを行い
ます。

《沖縄協同病院医師研修理念》
○基本的診療能力を身につける
ことを第一の目標とし、患者
を「一人の人間」として捉え、
「患者の幸せ」を追求できる医
師を養成します。

◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ　病院広報誌「はいさい」欄にも掲載しています。
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ト
マ
ト
栽
培
も
一
月
二
日
に
や
っ
と
初
出

荷
に
こ
ぎ
つ
け
た
。定
植
か
ら
七
十
日
目
だ
。

ト
マ
ト
は
開
花
し
て
か
ら
の
積
算
温
度
（
平
均

温
度
の
積
算
）
が
約
一
〇
〇
〇
℃
で
熟
す
る
と

言
わ
れ
る
。半
信
半
疑
な
が
ら
積
算
し
て
み
る

と
一
〇
〇
四
℃
で
色
づ
い
て
い
た
。す
ご
い
。夏
は
早
く
熟
し
、
冬
は

遅
い
の
も
納
得
だ
。

　

ト
マ
ト
は
十
月
に
苗
を
植
え
る
と
一
月
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
五
月

ま
で
続
く
。五
カ
月
も
の
間
、
花
を
咲
か
せ
て
は
実
を
付
け
る
の
を
繰

り
返
す
の
で
あ
る
。殆
ど
の
植
物
、
例
え
ば
マ
ン
ゴ
ー
は
二
月
ま
で
に

葉
を
茂
ら
せ
て
栄
養
を
溜
め
（
栄
養
生
長
）、
三
月
に
花
を
咲
か
せ
実

を
付
け
（
生
殖
生
長
）
七
月
に
収
穫
す
る
。葉
の
生
長
の
時
期
と
実
の

生
長
の
時
期
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
肥
料
の
種
類
も
与
え
る
時

期
も
決
ま
っ
て
く
る
。し
か
し
、
ト
マ
ト
は
栄
養
生
長
と
生
殖
生
長
を

繰
り
返
す
の
で
ト
マ
ト
の
木
を
見
て
ど
の
生
長
が
滞
っ
て
い
る
の
か

即
座
に
判
断
し
て
肥
料
を
与
え
な
い
と
い
け
な
い
。肥
料
を
間
違
う

と
花
が
咲
か
な
か
っ
た
り
す
る
。ト
マ
ト
栽
培
は
、
肥
料
の
正
確
な
選

択
と
病
気
の
早
期
発
見
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
米
軍
ヘ
リ
の
窓
落
下
事
故
が
起
き
た
ば
か
り
の
普
天
間
の

小
学
校
上
空
を
米
軍
ヘ
リ
三
機
が
編
隊
飛
行
し
た
。防
衛
局
の
監
視

員
が
目
視
し
、
同
校
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
確
認
し
て
い
る
。に
も
か

か
わ
ら
ず
、
海
兵
隊
は
レ
ー
ダ
ー
の
航
跡
や
操
縦
士
の
証
言
か
ら
小

学
校
上
空
の
飛
行
を
否
定
し
た
。否
定
の
根
拠
を
示
せ
な
け
れ
ば
、
県

民
を
ば
か
に
し
て
い
る
か
、
沖
縄

の
上
空
を
飛
ん
で
い
る
米
軍
機
は

で
た
ら
め
な
レ
ー
ダ
ー
を
使
用
し

て
方
向
音
痴
な
操
縦
士
が
操
縦
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　

何
度
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
そ
う

と
い
う
の
か
。同
じ
こ
と
を
繰
り

返
し
て
喜
ば
れ
る
の
は
ト
マ
ト
だ

け
に
し
て
ほ
し
い
。

ハ
ル
サ
ー　

金
城
稲
子

ハルサー
だより

ト
マ
ト
初
出
荷

08

花 

冷 

え

※2018年3月から外来体制が変更になります。
　山城栄津子医師の外来が水曜日午後から金曜日午後に代わります。

《診療開始時間・受付終了時間》
　午前 : 9:00 ～11:00
　午後 : 2:00 ～  4:00

問い合わせ先　病院代表　TEL 098-853-1200

※受付順に診察を行います。
※急を要する患者様は、看護師が診療順番の
　調整をおこないます。

新井真佐子

﨑枝　薫

﨑枝　薫 﨑枝　薫

新井真佐子﨑枝　薫

山城栄津子

午 

前

一
診

一
診

二
診

二
診

午 

後

月 火 水 木 金 土

皮膚科外来体制表

虹の箱より虹の箱より

＜ご意見・ご要望＞
　紙おむつ院内購入についてお尋
ねします。
　11 月 19 日（日）変形性股関節
症の手術を受け 4~5 日紙おむつの
お世話になりました。11 月 23 日

からは自分の下着に履き替えた為、引き取りをお願いしまし
たが、なかなか持っていってもらえません。再度お願いしたと
ころ「おむつは引き取れないことになっている。」と言われ、
今だ棚に入っています。入院時にいただいた資料「紙おむつ」
院内購入のおすすめのご案内を読んでも返品出来ない旨の記
載がないので理解できずにいます。私だけでなく同じ様な疑
問をもちつつ諦めたりしているかも知れないとの思いで、今
回質問させていただきました。宜しくお願い致します。

＜ご返事＞
　入院、手術時の紙おむつ購入に関して、事前の説明が足り
ず申し訳ありませんでした。
　基本的には一度患者さんへ配布したものは私物となるため、
返品は受けておりませんでした。今回のご意見を受けて検討
した結果、不要なおむつは当院で引き取り、処理することと
いたしました。また、おむつ院内購入の同意書へ説明文を追
加すると共に配布の際は適正量を考慮することを担当者で話
し合いました。
　今後ともお気づきの点はご意見いただければ幸いです。今
回は貴重なご意見ありがとうございました。

師長室　玉城淳子

第 13回

那覇美らさくらまつり
と　き

ところ 漫湖公園古波蔵側中央噴水広場
10日（土）11日（日）2018年2月
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